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家庭・小規模業務用燃料電池システム家庭・小規模業務用燃料電池システム

都市ガス
ＬＰガス
灯油・ナフサ 等

給湯 床暖房

商用電力

１．低温で動く固体高分子形燃料電池(PEFC)を搭載
　　　　　取り扱いが簡単
２．発電時の排熱も有効利用
　　　　　エネルギー消費量削減、炭酸ガス排出量削減

排熱

燃料電池
コージェネレーション
システム

電力
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家庭・小規模業務用燃料電池システムの

実用化・普及に向けた取組み実用化・普及に向けた取組み
２００２年 ２００５年頃 ２０１０年頃 ２０２０年頃

普及段階導入段階基盤整備、技術実証段階

導入目標
約１０００万ｋＷ
（燃料電池実用化

戦略研究会による）

導入目標
約２１０万ｋＷ

（燃料電池実用化
戦略研究会による）

自立的な市場の拡大・進展
          量産化コストダウン
          商品流通・メンテ体制の強化

初期市場拡大策の展開
         燃料電池関連企業や
            公共機関・施設での率先導入
         初期導入に対する国の支援

ソ
フ
ト
面

技
術
面

実証等研究事業

②既存電力網と調和のとれた
               運用方法の検討

長期信頼性の向上

④規制・制度の検討
③自主安全基準の策定

ミレニアム事業

２

⑤社会認知度の向上

 ①民間側の技術開発
           ＋国の支援による基盤技術開発

       ＋大学・産総研等における革新的研究



家庭・小規模業務用燃料電池システムの

実用化・普及に向けた技術開発課題実用化・普及に向けた技術開発課題

発電効率の向上

給湯効率の向上／給湯の高温化

スタート・ストップ時間の短縮

電力・熱需要変化への応答性向上

系統連系時の系統側の安全確保

停止時の窒素ガスパージの不要化

長寿命化（頻繁なスタート＆ストップに対しても）

運転方式の選択自由度の確保
（連続運転、毎日のスタート＆ストップ運転等）

コスト

耐久性

安全性

効  率

運転性

電池構成材料のコストダウン

量産化し易い構成部品の採用
３



家庭・小規模業務用燃料電池システムの

技術開発の一例技術開発の一例

発電効率向上へのアプローチ（効率はＨＨＶ表示）

実用化時期
（２００４～５年）

の目標
３２％

（協議会アンケート
調査による）

普及初期
（２０１０年）

の目標
３６％

（協議会アンケート
調査による）

普及時期
（２０１０年以降）

の目標
４０％

（燃料電池実用化戦略
研究会による）

ほぼ達成している
メーカも登場

現状の開発ベースで
達成できる見通し

技術革新により
達成可能

コストダウン、耐久性向上との両立が大きな課題
４

必要条件
の一例

 電池の電圧                    ０．７５ Ｖ                                          ０．８ Ｖ
（電池効率）                       （５１％）                                            （５４％）

電池の水素利用率        ８０ ％                                              ９０ ％

燃料処理効率                  ８３ ％                                              ８７ ％



設計面での技術開発
：高性能電極化技術
：高水素利用率と高耐久性を両立
  できる電池スタック技術
：電池／燃料処理系熱収支の
  最適化技術

製造面での技術開発
：電池材料の量産化コストダウン
  技術
  注）電池材料のコストが下がれば、
        電池材料使用量を増やし、
        電池を高電圧化できる

民間側の技術開発

国の支援をお願い
したいハイリスクな

基盤技術開発

大学・産総研等で
お願いしたい
革新的研究

家庭・小規模業務用燃料電池システムの

技術開発の一例技術開発の一例

発電効率向上のための役割分担

電池の
高電圧化

電池の水素
利用率アップ

電池の
耐久性向上

材料面での技術革新
：高性能な空気極電極触媒
：導電率の高い電解質膜

：次世代の電極触媒・電解質膜
  材料の探索
：電池の劣化機構の解明

５

燃料処理
効率アップ



家庭・小規模業務用燃料電池システムの

実用化・普及に向けたソフト面の課題実用化・普及に向けたソフト面の課題

・既存電力網における運用方法の検討　　　  

・自主安全基準の策定

・規制・制度の検討

・社会的認知度の向上  など
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家庭・小規模業務用燃料電池システムの

既存電力網における運用方法の検討既存電力網における運用方法の検討

連系用インバータの技術開発
●高効率化
・燃料電池の特徴である低電圧/大電流対応の高効率素子の開発

●コストダウン
・家庭の電力需要に追従する制御方式を組み込んだ低コストな
  インバータシステムの開発

●系統連系ガイドライン への対応
・ガイドラインの内容を網羅したインバータシステムの開発

電力系統への連系に関する実証研究
●多数台連系時の系統側の安全性検証
・電力系統の異常時や燃料電池の故障時などにおいても、電力系統
  および一般消費者の安全が確保されることの検証

●系統運用に燃料電池が寄与できる運転方法の検討
・電力系統全体の電力消費量が多い時間に、燃料電池が発電を行う
  ような運転方法の検討
・燃料電池の出力調整により、電力系統を適正な電圧に維持する
  ような運転方法の検討   など

国
の
支
援

民
間

既
存
電
力
網
と

分
散
型
電
源
と
し
て
の
燃
料
電
池
が

よ
り
調
和
の
と
れ
る
運
転
方
法
の
検
討
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家庭・小規模業務用燃料電池システムの

自主安全基準の策定自主安全基準の策定

一般消費者
の

安全性
利便性
の確保

自主安全基準

●材料・構造

●電気系性能

●保護装置

●保守･点検

●銘板及び取扱説明書

●試験・検査方法　等
ミレニアム事業注）

●安全性に係わる
　データ収集

●安全性評価試験
　方法の検討　

メーカ技術開発
●安全設計
一般消費者の安全（電気事業法の
技術基準に準ずるレベル）を確保し
つつ、システムのコストダウン（検出
センサーの削減等）を実現できる技
術の確立

●利便性向上設計

国
の
支
援

民
間

８

注）  性能試験法、安全性評価法等の標準化に
        向けた技術データを収集するための事業



家庭・小規模業務用燃料電池システムの

規制・制度に係わる課題規制・制度に係わる課題

現行の規制・制度では…

窒素ガスボンベの設置・交換が必要

設置離隔距離の確保が必要
（東京都火災予防条例による）

燃料電池

窒素ボンベ

電気主任技術者への
運転管理委託が必要

保安規定作成・届出、
発電設備設置届出

が必要

中大規模発電機を
ベースとした安全の考え方

９

３ｍ以上



家庭・小規模業務用燃料電池システムの

規制・制度に係わる改定要望規制・制度に係わる改定要望

法規省令 問題 改定要望方針 優先度

電気
事業法

燃料電池は容量にかかわらず

自家用電気工作物

保安規程の届出義務
電気主任技術者の選任義務

自主安全基準をベースとした第３者機関
の認証を得ることで安全性を確保

一般用電気工作物化を要望
B

 

制
度
上
の
規
制

東京都火災
予防条例＊

設置届出が必要 届出不要を要望
B

電気
事業法

停止時に燃料電池内の燃料ガ
スを排除するため、不活性ガ
ス（窒素ガスボンベ）を常備
する必要あり

不要にすることを要望
（ミレニアム事業でデータを収集中）

B

建築物から３ｍ以上離さなけ

ればならない＊＊
屋外設置給湯器と同等の離隔距離を
要望
（ミレニアム事業でデータを収集中）

A

       

技
術
上
の
規
制

東京都火災
予防条例＊

逆火防止装置の設備が必要 不要にすることを要望
（ミレニアム事業でデータを収集予定）

B
＊  消防法の「火を使用する設備、器具等に関する規制」に沿って定められもの
＊＊平成１４年３月６日付けの総務省令（平成１５年１月１日施行）にも関連条項あり

優先度　A:1～2年以内　B:2～3年以内　C:それ以降
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民間技術開発

家庭・小規模業務用燃料電池システムの

規制・制度に係わる課題解決へ向けて規制・制度に係わる課題解決へ向けて

実用化技術開発事業（ＮＥＤＯ）

ミレニアム事業
（ＮＥＤＯ、日本ガス協会）
安全性評価法確立に向

けたデータ収集

自主安全基準
の策定

（日本電機工業会）

実証等研究事業
（経済産業省）

実使用条件下試験

　系統連系試験　

２００４～５年　実用化・初期市場導入

関連業界の
総意形成

（燃料電池実用化
推進協議会等）

普及政策の提言 安全性確保 安全性データベース 運転実績

実用化技術、安全性に係わる知見

　規制・制度の改定
（関係省庁・機関・委員会など）

技術情報 開発システム

データ

規制・制度の

スピーディな見直しを

お願いしたい

１１
（安全性に係わるデータ取得を含む）



家庭・小規模業務用燃料電池システムの

社会認知度を高めるための活動社会認知度を高めるための活動

・新たに導入する世代
　（現在の主婦？）

・当たり前に利用する世代
　（現在の小中学生？）

利用者は？

家庭用燃料電池
って何？

・地球に優しい？

・省エネルギー？

・生活が変わる？

・お湯と電気？

ソフト配信（日本ガス協会の例）

シンボルマーク

ホームページ

イメージ
キャラクター

・実証試験・モデルハウス
・実体験キャラバン（学校や地域へ）
・モニター募集（使っていただく）  など

実際に触ってみる

テレビ等でのＰＲなど
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まま  とと  めめ

２００４～５年の実用化

規制・制度課題の早期解決に
向けたご検討をお願いしたい

認知度向上のための活動を
応援いただきたい

早期の商品仕様確定
が必要

社会受容性の向上
が重要

１３


